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カンガルーシップ活動 

共生プロジェクト 実施報告書 

 
報告日 平成27年３月18日 

 

主管学校名 国立大学法人福岡教育大学附属福岡小学校 

ＰＴＡ会長名 磯田 則彦 

                

実施概要 

主管校 国立大学法人福岡教育大学附属福岡小学校 

交流校 国立大学法人福岡教育大学附属福岡中学校 

実施活動名 あらつフェスタ 

実施日時 11月14日 

実施場所 福岡教育大学附属福岡小学校 

実施目的 
イベントの実施を通して，お互いの理解を深めるとともに，一緒によりよい学校生活を作り上げてい

こうとする意欲を養う。 

実施内容 催し物を企画・運営して全校児童や保護者，また附属福岡中学校の生徒と交流する。 

実施方法 各教科や生活単元学習の時間に，準備や企画，練習を行い，活動する。 

参加人数 本校特別支援学級の児童とその保護者，本校職員およびあらつフェスタに参加する一般の方  々

           

報告事項 

内容 

 落ち葉やどんぐり，松ぼっくりなど，校内で見られる秋の自然物を用いて，「松ぼっくり的当て」「秋

の実宝探し」「どんぐり玉入れ」の３つのゲームコーナーを企画・運営して，全校児童や保護者，附属

中学校の生徒や一般の参加者と交流した。 

結果 

 予定をこえる参加者が特別支援学級のゲームコーナーに参加された。参加者は，本校の児童を中心に

附属中学校の生徒の他，本校の特別支援学級に関心をもっていて次年度以降に入学を希望されている障

害のある子供をもつ保護者やその本人など，様々な立場の人々が含まれていた。 

所感 

 15 名の子供たちが，３つのゲームコーナーに分かれたため，１コーナーあたり５名と少ない人数で

の対応となったが，保護者の協力をいただきながら無事に運営することができた。また，お客さんとし

て参加していた本校の児童も，日頃顔見知りであるため，説明の不十分さにも優しく付け加えをして理

解をしてあげるといった姿を見ることもできた。特別支援学級の子供たちも，自分の役割に責任をもち，

与えられた仕事にいっしょうけんめい取り組み，達成感を味わっている様子がうかがえた。 
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 あらつフェスタがありました。僕は，どんぐり玉入れゲームの担当でした。学級の友達とたくさん練習したり，景品を準備したり

しました。中学校のお兄さん達も一緒に練習してくれました。たくさん練習したので，あらつフェスタでも上手にできました。僕は，

ゴールした人に景品をあげる役でした。「おめでとうございます」と大きな声で言って，景品をプレゼントしました。喜んでくれた

のでうれしかったです。またみんなであらつフェスタがやりたいです。 
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共生プロジェクト参加感想 
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 当日は予想を上回る方々が特別支援学級の出店するお店に来てくださり，大盛況でした。子供たちは慌ただしそうに対応していま

したが，その中でも自分の役割をしっかりと果たそうとする姿に子供の成長を感じました。また，参加してくださった方々の中には，

子供たちの障害についてしっかりと理解してくださった上で対応されている方もおられました。子供たち同士の交流の様子もうかが

い知ることができて安心しました。今後も，このような交流の機会を積極的に設け，保護者も学校と協力しながら取り組んでいけた

らと思っています。 

 


